
1

飯能市の事務事業における温室効果ガス削減状況について

１ 温室効果ガス排出実績

２０１９年３月に策定の第３次飯能市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）（以

下、「計画」という）において、平成２９年度を基準年とし、飯能市のすべての事務・

事業から排出される温室効果ガスである二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、ハイ

ドロフルオロカーボン（ＨＦＣ）を二酸化炭素換算したものを、令和元年度から令

和５年度までの５年間で「基準年から２.０％削減」する計画のもと温室効果ガス排

出削減に向けて取り組んできました。

平成２９年度以降の飯能市の事務事業における温室効果ガスの排出実績は下表

のとおりです。

表１ 平成２９年度から令和４年度までの温室効果ガスの排出実績

基準年度

平成 29 年度

（2017 年度）

平成 30 年度

（2018 年度）

令和元年度

（2019 年度）

令和 2年度

（2020 年度）

温室効果ガス

排出量（t-CO２）
23,266.7 22,960.5 20,146.3 20,558.4

平成 29 年度比(%)

（2017 年度比(%))
― 1.3％減 13.4％減 11.6％減

令和 3年度

（2021 年度）

令和 4年度

（2022 年度）

令和 5年度

（2023 年度）

温室効果ガス

排出量（t-CO２)
20,048.0 19,349.2

平成 29 年度比(%)

（2017 年度比(%))
13.8％減 16.9％減
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図１ 平成２９年度から令和４年度までの温室効果ガスの排出実績
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２ 令和４年度の活動項目別温室効果ガス排出量

活動項目別の温室効果ガス排出量は、以下のとおりです。

表２ 令和４年度の活動項目別温室効果ガス排出量

※四捨五入をしているため、合計が必ずしも一致しません。

活動項目

令和４年度
温室効果ガス排出量

(t-CO2)

比率(%)

令和３年度
温室効果ガス排出量

(t-CO2)

比率(%)

電気 7,919.4 40.7 8,538.8 51.4

ガソリン 60.7 0.3 134.8 0.7

灯油 671.5 3.5 629.6 3.3

軽油 30.6 0.2 43.8 0.2

A重油 32.0 0.2 78.2 0.4

LPG 226.0 1.2 216.1 0.5

都市ガス 1,006.4 5.2 1,029.5 4.4

一般廃棄物焼却 2,527.4 13.0 2,523.5 11.1

プラスチック焼却 6,203.7 31.9 6,086.9 24.9
職員排出
　可燃ごみ焼却 0.1 0.0 0.1 0.0
職員排出
　プラスチック焼却 3.5 0.0 3.2 0.0

ボイラー 3.8 0.0 3.6 0.0
自動車走行
(カーエアコン含) 3.6

0.0
7.8 0.0

し尿処理 26.9 0.1 27.0 0.1

下水処理 625.4 3.2 631.3 2.5

浄化槽使用 93.9 0.5 93.9 0.4

計 19,434.8 100.0 20,048.0 100.0
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表３ 令和４年度の温室効果ガスの排出実績（部署別）

※四捨五入をしているため、合計が必ずしも一致しません。

※令和４年度の機構改革により、次の部署名が変更していますが、令和３年度との比較ができるよう旧部署名の列で表記しています。

企画部・総務部→企画総務部、産業環境部→産業環境部・農林部、健康福祉部→健康増進部・福祉子ども部、学校教育部・生涯学習スポーツ部→教育部

kg-CO2
健康推進部
福祉子ども部 議会事務局

旧企画部
(秘書室含)

旧総務部
(選挙管理委員会含)

旧健康福祉部
(会計課、監査委
員事務局含)

旧学校教育部
旧生涯学習
スポーツ部

電気 0.0 0.0 246,575.8 864,938.3 672,711.0 748,247.9 60,112.9 0.0 1,337,810.6 291,275.2 3,697,738.6 7,919,410.5

ガソリン 0.0 0.0 27,782.0 10,665.7 641.4 0.0 11,863.0 0.0 763.3 0.0 8,967.2 60,682.6

灯油 0.0 0.0 0.0 2,440.2 166,740.4 281,300.3 0.0 0.0 219,025.4 0.0 1,992.0 671,498.2

軽油 0.0 0.0 0.0 8,737.9 11,310.7 0.0 6,483.6 0.0 0.0 0.0 4,042.9 30,575.1

A重油 0.0 0.0 6,558.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4,336.0 0.0 21,138.0 32,032.2

LPG 0.0 0.0 0.0 650.6 17,560.5 72,250.8 114.2 0.0 135,237.4 0.0 172.0 225,985.6

都市ガス 0.0 0.0 90,715.6 167,583.8 0.0 157,546.9 0.0 0.0 533,873.1 56,642.7 0.0 1,006,362.1

一般廃棄物焼却 0.0 0.0 0.0 0.0 2,527,438.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2,527,438.6

プラスチック焼却 0.0 0.0 0.0 0.0 6,203,736.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6,203,736.3
職員排出
可燃ごみ焼却 3.1 4.0 7.6 5.6 6.3 13.4 6.6 2.3 3.1 2.6 4.5 59.1
職員排出
プラスチック焼却 184.3 239.6 451.6 331.8 377.9 801.8 396.3 138.2 184.3 156.7 267.3 3,529.8

ボイラー 0.0 0.0 0.0 8.0 3,754.8 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3,763.1
自動車走行
（カーエアコン含） 0.0 0.0 1,567.4 778.1 0.0 0.0 749.2 0.0 0.0 0.0 487.0 3,581.6

し尿処理 0.0 0.0 0.0 0.0 26,853.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 26,853.1

下水処理 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 625,430.9 625,430.9

浄化槽使用 0.0 0.0 0.0 13,783.4 4,796.1 22,727.4 23,613.2 0.0 28,106.8 324.1 540.1 93,891.0

合計(kg-CO2) 187.4 243.6 373,658.2 1,069,923.2 9,635,927.1 1,282,888.8 103,339.0 140.6 2,259,340.1 348,401.3 4,360,780.4 19,434,829.8

企画総務部 教育部

活動項目 財務部
市民生活部
(危機管理室含)

産業環境部
農林部

(農業委員会含)
建設部 上下水道部 合計(kg-CO2)
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【参考】表４ 令和３年度の温室効果ガスの排出実績（部署別）

※四捨五入をしているため、合計が必ずしも一致しません。

kg-CO2

活動項目
企画部
(秘書室含)

総務部
(選挙管理委員会含)

財務部
市民生活部
(危機管理室含)

産業環境部
(農業委員会含)

健康福祉部 建設部
議会事務局

(会計課、監査委員事務局含)
学校教育部

生涯学習
スポーツ部

上下水道部 合計(kg-CO2)

電気 0.0 0.0 385,498.7 972,040.5 637,195.4 881,631.1 66,156.3 0.0 1,505,880.5 390,475.6 3,699,931.3 8,538,809.4

ガソリン 0.0 0.0 26,837.8 10,432.5 27,461.4 37,996.5 12,166.9 0.0 4,511.6 6,798.9 8,630.1 134,835.7

灯油 0.0 0.0 0.0 961.1 146,606.4 285,722.5 224.1 0.0 193,943.6 0.0 2,191.2 629,649.0

軽油 0.0 0.0 1,292.6 7,939.2 15,606.4 3,241.1 7,751.6 0.0 1,248.5 2,131.1 4,539.8 43,750.3

A重油 0.0 0.0 9,512.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 42,032.1 0.0 26,612.2 78,156.4

LPG 0.0 0.0 0.0 539.0 1,255.6 74,241.6 241.8 0.0 139,580.5 0.0 217.7 216,076.2

都市ガス 0.0 0.0 92,113.0 151,396.5 0.0 160,082.0 0.0 0.0 550,972.8 74,944.4 0.0 1,029,508.7

一般廃棄物焼却 0.0 0.0 0.0 0.0 2,523,545.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2,523,545.3

プラスチック焼却 0.0 0.0 0.0 0.0 6,086,862.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6,086,862.5
職員排出
可燃ごみ焼却 3.2 4.1 7.7 5.7 6.5 13.7 6.8 2.4 3.2 2.7 4.6 60.4
職員排出
プラスチック焼却 165.6 215.2 405.6 298.0 339.4 720.2 355.9 124.2 165.6 140.7 240.1 3,170.4

ボイラー 0.0 0.0 0.0 5.6 3,567.8 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3,573.7
自動車走行
（カーエアコン含） 0.0 0.0 1,529.0 740.1 1,519.3 2,042.9 799.2 0.0 262.0 384.7 502.1 7,779.3

し尿処理 0.0 0.0 0.0 0.0 27,038.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27,038.2

下水処理 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 631,341.1 631,341.1

浄化槽使用 0.0 0.0 0.0 13,783.4 4,796.1 22,727.4 23,613.2 0.0 28,106.8 324.1 540.1 93,891.0

合計(kg-CO2) 168.7 219.3 517,196.6 1,158,141.6 9,475,800.1 1,468,419.3 111,315.9 126.5 2,466,707.1 475,202.2 4,374,750.1 20,048,047.5
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表５ 令和４年度の温室効果ガスの種別二酸化炭素換算排出量

図２ 令和４年度温室効果ガス排出量構成比

・二酸化炭素 ：地球温暖化に及ぼす影響がもっとも大きな温室効果ガス

・メタン ：二酸化炭素に次いで地球温暖化に及ぼす影響が大きな温室効果ガス

・一酸化二窒素：窒素酸化物のなかで最も安定した物質で、他の窒素酸化物（例えば

二酸化窒素）などのような害はない。

・ＨＦＣ ：代替フロンの一つとして使用されるが、強い温室効果をもたらすため、

削減が進められている

二酸化炭素換算排出量

(ｔ―CO₂）

二酸化炭素 18,251.7 1 18,251.7

メタン 12.7 25 317.9

一酸化二窒素 2.6 298 778.6

ＨＦＣ 0.00068 1,430 1.0

　　 計 18,267.0 19,349.2

温室効果ガス 排出量（ｔ） 地球温暖化係数

二酸化炭素

94.33%

メタン
1.64%

一酸化二窒素
3.57%

ＨＦＣ
0.01%

令和４年度温室効果ガス排出量構成比

二酸化炭素

メタン

一酸化二窒素

ＨＦＣ
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参考 飯能市における森林の温室効果ガス削減量

飯能市における森林の温室効果ガス削減量は、飯能市の事務事業における排出量の

約６倍になります。

飯能市の森林面積：14,605 ha（第５次総合振興計画より）×8.8 t/ha（※）

＝ 128,524 t-CO２

※４０年前後のスギ人工林１haが１年間に吸収する二酸化炭素の量（林野庁 HPより）

３ 温室効果ガス排出削減に向けて

１ 温室効果ガス排出削減の具体的な取組

①電気使用量の削減
・始業前、昼休み、終業時には市民サービスに支障のない範囲で照明を消します。

・廊下や通路などは、最小限の照明を使用します。

・会議室、給湯室、更衣室などは、使用時以外は消灯します。

・昼休みなどＯＡ機器を長時間使用しない時は電源を切ります。

・使用時以外の電気機器は、コンセントからプラグを抜き待機電力の削減に努めます。

・プリンターは、その日の最初の使用者が電源を入れます。

・エレベーターは、荷物の運搬等を除き使用を控えます。

・計画的かつ効率的な事務執行を図り、ノー残業デーを励行します。

・電気機器等の導入や交換時には、ＬＥＤなど省エネタイプの機器導入に努めます。

・その他電気使用量の削減に努めます。

②自動車の燃料消費量の削減
・ノーカーデーの推進に努めます。

・自動車利用時には、アイドリングストップを励行し、急発進、急加速をしないなど

のエコドライブを実践します。

・公共交通機関の利用が可能な時は、これらの交通手段の利用に努めます。

・自動車の調達に際しては、低燃費車や低公害車を導入します。

・タイヤの空気圧点検等、適切な車両整備を行います。

・目的地が近距離の場合などは、徒歩での移動に努めます。

③空調設備等の燃料消費量の削減
・空調機の稼動期間、稼動時間や冷暖房の設定温度を適切に調整します。

・クールビズ、ウォームビズに努めます。

・冷暖房中は、窓の開放は必要最小限に行ないます。

・給湯などは効率的に使用します。

・バイオマス機器（ペレットストーブ）の利用を推進します。

２ 温室効果ガス排出の抑制に配慮した取り組み

①グリーン購入の推進

・環境に配慮した物品の購入に努めます。

・資源やエネルギーの消費が少ない物品の購入に努めます。
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・再使用が可能な物品の購入に努めます。

・リサイクルが可能な物品の購入に努めます。

・長期間使用ができる物品の購入に努めます。

・廃棄するときに適正な処理や処分が容易な物品の購入に努めます。

②紙類使用量の抑制
・資料、チラシ等は適正部数を作成します。

・トナーカット削減率５０％を目指します。

・両面コピー、両面印刷、集約印刷（２ページ以上を１ページに印刷する）

に努めます。

・使用済コピー用紙の裏面使用を励行します。

・庁内ＬＡＮを積極的に活用し、印刷物削減に努めます。

・使用済封筒は、庁内用等に再利用します。

・ミスコピーをしないよう留意するとともに、ミスコピー用紙は裏面コピーやメモ用

紙等に使用します。

③リサイクル、リユースの推進
・印刷物は、再生紙を利用します。

・ビン、カン、ペットボトル、プラスチック、紙類等は、分別してリサイクルを徹底

します。

・新聞、雑誌、段ボール、雑紙等、紙類の分別回収を徹底します。

・使用可能で不要になったものは、庁内掲示板等を活用し再利用に努めます。

④水の使用量の削減
・手洗い、食器洗い等の際には、こまめに水を止めます。

・お湯は必要量だけ沸かし、電気ポットの使用は最小限に抑えます。

・水量の調整など節水に努めます。

⑤廃棄物の削減
・ごみの分別を徹底し、ごみの発生の抑制に努めます。

・割り箸の使用をやめ、マイ箸の使用を徹底します。

・イベント等の開催に際しては、使い捨て容器の使用を自粛し、ごみの分別など環境

に配慮します。

・シュレッダーの使用は個人情報が記載されているものに限ります。

・マイバッグ等を利用し、レジ袋や過剰包装は原則として断ります。

⑥緑化の推進
・森林の温室効果ガスの吸収作用をより強化するため、市有林の整備に努めます。

・公共施設内に草花や木を植栽し、緑化を推進します。

・窓辺の緑化を推進します。

⑦環境に配慮した建設工事の推進
・環境に配慮した設計に努め、再生材の利用を推進します。

・低騒音、低振動、低排出ガス等、環境に配慮した施工方法を請負業者に要請します。

・公共施設の整備に際しては、太陽光など新エネルギーの活用や環境に配慮した設備

等の導入を検討します。

・地産地消の観点から、西川材など地元産業品を使うように努めます。
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【参考】令和４年度飯能市組織図（事務事業編の対象となる所属）

部局名 課・所・室名

議会事務局 議会総務課

秘書室

防災危機管理室

行政不服審査室

企画総務部
企画課、広報情報課、庶務課、職員課、

契約検査課

財務部
財政課、資産経営課、市民税課、資産税課、

収税課

市民生活部
市民協働推進課、市民課、生活安全課、

交通政策課、市民会館

産業環境部
産業振興課、観光・エコツーリズム推進課、

ふるさと納税課、環境緑水課、資源循環推進課

農林部
農業振興課（鳥獣被害対策室）、

森林づくり推進課

福祉子ども部
地域・生活福祉課、障害福祉課、介護福祉課、

子育て支援課、保育課

健康推進部
保険年金課（医療政策室）、健康づくり支援課

（新型コロナウイルスワクチン接種対策室）

建設部

都市計画課（移住支援室）、道路公園課、

街路整備推進課、建設管理課、建築課、

区画整理課

会計課

上下水道部 水道業務課、水道工務課、下水道課

選挙管理委員会

監査委員事務局

公平委員会

農業委員会事務局

固定資産評価審査委員

教育部

教育総務課、学校教育課（教育センター）、

生涯学習課、スポーツ課、名栗幼稚園、小学校、

中学校、図書館、博物館


